
➢ 新たなしゅん工の達成に向け、サイクル推進タスクフォースの仕組みを活用し、要員派遣等を通じて技術面・
マネジメント面の支援を継続

➢ さらに関与が弱かった経営層に対する支援強化として、電事連役員が進捗管理に関わる経営会議にオブザ
ーバー参加し、必要な指導、助言を実施
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資料１

電力からの要員派遣（強化済）

（事務局：電事連）
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日本原燃にて強化（次スライド参照）
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（参考）日本原燃による取り組み強化
2024年9月19日

日本原燃公表資料より

既存の基本設計

工事

基本設計見直し

詳細設計検討

検査・訓練

引き続き、ステアリングチーム、プロジェクトマネージャを中心に、審査・検査における課

題について、論点や規制庁の指摘事項を的確に把握し、説明内容の充実を図る。

技術課題

・統括

プロジェクトマネージャ
・社内・メーカ・ゼネコンに対し、技術課題・リスク事案を徹底聴取・洗い出し
・プロジェクト全体の統括管理

設工認
審査

ステアリングチーム
・規制庁と意思疎通を図り社内を指揮
・審査における全体計画を規制庁と認識共有

社内
手続き

設計・工事推進タスクフォース
・業務状況・課題について把握し、輻輳調整・人的支援等により設計検討
を加速
・仕様・費用積算の支援等により、工事への展開を加速
・協力会社との連携強化により、エリア調整・工程調整等の管理を実施

工事

検査・訓練 数モノプロジェクト・重大事故等対処訓練プロジェクト
・膨大な物量の検査・重大事故等対処の訓練のためプロジェクト体制を構
築し推進

➢ しゅん工に向けた取組み
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